
～令和４年 第４号～                   ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 

 

 

 

←これ、何のマーク？？  
                

                  

 

 

 

 

 

 

 

両側性感音難聴で補聴器を装用している Aさんは、ショッピングモールで補聴器ケースを落とした際、筆談

で「お困りですか？」とドラマ視聴者の高校生に助けられたことがありました。 

 

──『silent』放送前にも、同じような出来事はありましたか？ 

放送前は、補聴器や難聴タグを見て暴言を吐かれたり、コソコソ話をされたり、傷つくことが 

多かった。“見てはいけない”というか…難聴者とわかった瞬間に態度が変わりました。 

『silent』をきっかけに難聴者や失聴者に関心を持ち、対等に接してくれることが増えました。 

 

──聴力をほとんど失った佐倉想(目黒蓮)と青羽紬(川口春奈)とのやり取りなど、どのように感じましたか？ 

録画はしていたものの踏ん切りがつかず、しばらくドラマを観ていませんでした。「いつか想と同じ音のない

世界になるんだ…」「私の母も同じ気持ちだったのかな」と第 1話を嗚咽するほど泣きながら観ました。第 1

話で想が涙を堪えつつ紬に「お前、うるさいんだよ」と手話をする場面も痛いほどわかって苦しかったです。 

 

──ドラマをきっかけに理解が深まる一方で、懸念していることはありますか？ 

マイナスな捉え方をされないか心配です。「聞こえないのは可哀想」といった偏見を持って欲しくない。無理

なことはわかっていますが、「聴こえるようになりたい」と私自身、何十万回も思いました。それでも自分を

奮い立たせて、幸せや楽しみを見つけ、やっと聴こえなくても幸せだと思えるところまできました。同情より

理解や支えのある世界になってほしいです。 

 

──ドラマが一過性のものとして終わらないためにも、どのようなことを求めますか？ 

私たち当事者がどんな場面で不便を感じるのか、どんな思いで過ごしているのか、ドラマで感じ取ってくれた

ことを頭の片隅で良いので、置き続けて欲しいです。また聴覚障害者の中には、私と同じ接客業の方もいま

す。店員が何度も聞き返してきた時、怒る前に耳元を確認して下さい。健聴者には馴染みのない行為だと思い

ますが、補聴器に気付き理解を示していただくと気持ちがとても楽になります。                                         

＜出典：中日新聞 ORICON NEWS＞ 

津島分校人権だより  津島分校人権委員会 

～ 木曜ドラマ『silent』 あらすじ ～ 

主人公の青羽紬（川口春奈）と佐倉想（目黒蓮）は、高校時代に恋人として幸せな日々を過ごしてい

た。しかし、想が地元・群馬を離れ東京の大学へ進学したタイミングで、突然紬に別れを告げ、姿を消

す。それから 8年の月日が流れ、紬は駅で偶然、想を見かける。 

大切な人との別れを乗り越え、今を生きようとしている紬と、障がいを患ってしまったことで自分と向

き合えず別れを選んでしまった想。音のない世界で、もう一度“出会い直す”ことになった 2人と、

それを取り巻く人々が織り成す、せつなくも温かい物語が紡がれる。 

 



   

写真展『私たちは特別じゃない！』  

    ①（             ）   ②（               ） 

右の２つの写真は、山形県 

新庄市の高校生が主催した 

写真展での作品です。 

この２つのタイトルはどの 

ようなものだと思いますか？ 

 

 

新庄東高 3 年 大山心音さん 

「しんじょう・レインボープロジェクト」代表。「次の世代の高校生が、この地方の小さな町から happy な

人生を歩んでいけるよう、性的マイノリティをはじめ、多様性を認め合い、受容できる新庄・最上地域を目

指して」クラウドファンディングを立ち上げ、周囲のサポートも得て、写真展を実現しました。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

            大山さんの勇気と 

大山さんの仲間の理解や共感から始まった一つの 

プロジェクト。皆さんは何を感じますか？ 

＜今日の感想＞ （   ）年（   ）組（   ）番  氏名（                 

 

 

 

 

小さな頃からなぜ、男子、女子と分けられるのか、学校生活でも男女に分けられた出席番号や、

男性が先という謎のルールも不思議で、制服もスカートではなくスラックスがいいと強く思って

いた時期もありました。高校生になって初めて LGBTQ+について知り、私以外にも同じく悩ん

でいる人がいるということを知りました。私はたまたま、周りから勇気をもらいカミングアウト

できましたが、自分のように生きづらさを抱え、悩んでいる高校生はまだまだたくさんいること

がわかりました。自分は仲間に恵まれ、理解してもらうことができましたが、地方ではまだまだ

周知、認知されにくいのが現状です。私はもっと多くの人たちがジェンダーの枠にとらわれず、

多様性を認め、一人ひとりが住みやすい日本、地域にしていきたいと思ったのがきっかけで、こ

のプロジェクトを立ち上げました。 

よくメンバーの間で「いつか LGBTQ+っていう言葉がなくなったらいいよね」 

と話しています。でも今、LGBTQ+っていう言葉も段々古くなって、SOGI と 

言われるようになったりしていますよね。別に同性愛じゃなくても、異性愛も入 

っていて、人間としての性的指向全般みたいな…。偏見も何もない世界というか、 

そういう考えがもっと一般的になればいいなって思っています。 


